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緒 言

喀 血 ノ研究 ハ凡 ソ之 テニ様 ノ見地 ヨリ大 別 シ得

ベ シ.一 ハ・大量 失血 ノ身禮 二及 ボス諸影響ラ 究

メン トスル モノ、 ソノ結 果 スル所 ハ張 チ肺結核

症 ノミニ限 ル可 キ現象 二非 ザルナ リ。他 ハ失 血

量 ノ多寡 二關 スル コ トナ 久 室洞形 成等 二依ル

機械 的原 因以外 二何等 力出血 ノ動機 トモナル可

キ原因 ノ身艦 内外 二潜 メルモノナキヤテ明 カー

セン トスル ニアルモ ノ・如 シ。

余等 ガ本論 二取扱 ヒタル庭 ノ喀血例 ハ多クハ小

量 出血二属 シ、 ソノ検査 セル庭 ハ軍 二失血 ノ影

響 ト認 メ得 ラル可 キニ非 ズ。而 モ是等喀血例 二

於 デ ソ バ血 液諸成分 、有形膿 二示 スコ トテ得 タ

ル下 ノ如 キ諸攣 化 ハ之 テ如何 二解繹 ス可 キカ、

之正 二余等 ノ現 在問 ハ ントスル所 二外 ナ ラザル

ナ リ。余 等 ノ1人 倉金 に)ハ・嚢 キニ肺結核 二於 ケ

ルニ、三 血液 無機 成分 二就 テ ソ ノ増減 テ確認

シ、次 デ血液像 ノ墜化 二關 シテ 論 ズ ル所 アリ

キ。 即 チ喀血 ノミノ是等 検査各項 二及 ボス影響

ラ知 ル上 二多大 ノ便宜 テ有 スルモ ノ トス。

研究方針

喀 血時 二於 テ健康例 ト比較 シ、假 令一 定 ノ攣 化

テ認 メ得 ラ レタ リトスル モ、夫 バー般肺結核症

二於 ケル通則 的愛 化 二過 ギザル ヤモ測 リ知 ル可

ラズ。即 チー般肺結核症例 二於 ケル検査成績 ト

比較 シテ漸 ク喀血 時 二認 メラル ・憂 化ナル コ ト

ラ明 カニナ シ得 ベ シ。更 二」叉一一般結核症 二於 ケ

ル所 見 ト喀血時所見 トノ間 ニー定 ノ差異 テ認 メ

ラレタリ トスルモ、夫 ハ喀血性患者 ノミニ多 ク

認 メ ラル ・庭 ノ攣化 ナル ヤモ測 リ知 ル可 ラズ。

而 シテ這般 ノ關係 テ明 白 ナ ラ シ メ ン トスルニ

ハ、 ソノ方法必 ズシモー 二1ヒラザル可 シ。然 レ

ドモ先 ヅ被検喀血患者非喀血時成績 トー一般肺結

核患者成績 テ比較 シ、更 二後喀血患者非喀血時

所 見 ト喀血時所 見 トテ封 慮吟味 スル テ以 テ略 支

正 鵠 テ得 タル結論 二到達 スル ノ捷脛 トナ シ得可

キ鰍。
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是庭 二於 テ余等ハ研究 ノ方針 トシテ下記 ノ如キ

注意ノ下 二撰澤 シ得 タル喀血患者二就テ先ヅ探

血 ラ施行 シ、更 二二、三週 テ経 テ喀血 ノ全 ク止

ミタル時期 二再 ビ採血ヲ行 ヒ、是等 ノ各成績 テ

以 テ襲 キニ報告セル一般肺結核患者成績 ト比較

封 照 スル ノ資料 トナスコ ト・セ リ。

爾 同時 二軍 二失血 ノ爲 ノ血液 ノ稀繹 二依ル攣 化

ナ ラザル事 テ明 カニセンが爲 二血球 計算、血色

素含量 ノ測 定 テモ同時 二行 ヒタ リキ。

實験方法

検査 材料及 ビ採 血、被槍 患者 八苦 金澤市若 松療

養所 入所 中 ニテ圭 トシテ肺結核 以外 ノ合併症 テ

有 セズ ト認 メラ レタル モ ノ ・ミヲ撰 べ リ。患 者

二於 ケル第1同 ノ採 血 ハ喀血 ノ翌朝午前8時 空

腹状態 二於 テ之 ヲ行 ヒ、喀血 ヨリ採 血終 了迄 ハ

一 切 ノ止血剤 注射
、 内服薬i投與等 ヲ厳禁 ス。唯

心 身 ノ安静 ラ守 ラシメ、 患部 テ氷嚢 二依 リテ冷

却 セシメタル ノ ミナ リ。第2同 採 血 ハ喀血及 ピ

血痕喀 出全 ク停止 シ、2週 間以上経過 シタル後

1ケ 月間以内 二於 テ施 行 セ リ。第2同 採血 時 モ

亦午前8時 ノ空腹状態 二於 テセルモノ トス。

血清無 機盛類 ノ定量法(倉 金著 ω「肺結核患 者 二

於 ケル血清無機堅類 ノ消長 二就 テ」参照)。

血 清「カルチ ウム」定量、KramerandTisdall,

ClakandCollip,井 上 法 ラ参考 セ リ。

血 清 「カリウム」定量 、KramerandTisdall法

ラ用 ヒタ リ。

血 清「ナ トリウム」定 量、KramerandGittel-

mann法 ヲ 用 ピタ リ。

血清 「クロー ル」定量、Rusznyak法 テ用 ヒタ リn

爾 是等盤頬側定 二際 シテ ノ被検患者例 ノ撰揮吟

味ハ飢 二上記(肺 結 核患者 二於 ケ ル 血清無機 盤

類 ノ消 長 二就 テ)二 述 ペタ ル 塵 ナル テ以 テ今之

ラ略 ス。

血糖定量法。

血糖 ノ定量 ハ 且agedornu.Jensen(2)法 二依

リ、真際 盲検 モ数 本 トレリ、血糖値 ハ常 二三重

測定 テナ シ、平均値 テmg%ニ テ表 セリ。

實験成績

喀:血直後 二採 血 シ得 タル症例全部 二 於 テ16例

ヲ算:ス。 ソノ多 クハ多 ク トモ全量 凡 ソ100耗 以

下 ノ喀血 二屈 ス ト錐 モ、 中数例 二於 テハ概定喀

血量200琵 前 後 二及 ベ ル ア リ.1例 ハ1200琵

ト記 セ リ、勿論斯 クノ如 キ大量 出血 ハ1同 ノ喀

血量 二非 ズ シテ殆 ン ド1週 間連 日二五 レル出血

一 シテ、省出血 止マザルモ早朝空腹時 二採血 セ

ルモ ノナ リ.本 来大量 ノ喀血 ト小量 ノ夫 トハ嚴

第1表

重 二【愛別 シテ取扱 ・・ル可 キモ ノナ レ共、考案 ノ

條下 二述 ベ ン トスルが如 久 赤血球 数、血色素

数 等 ヨリ考察 スルモ、特 二貧血 ノ徴候 ラ認 メ得

ザ リシテ以 テ便 宜上 ソノ全部 ラ 同___.二 取 扱 ヘ

リ。

全 成績 テ一括 シテ掲 グレバ第1表 二之 ラ見 ルが

如 シ。

喀血時及喀血停止時ノ血清盤類競二血糖含量
1

姓

,1,
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第一章 喀血時血清無機塵類ワ攣動

第 一節 血 清 「カノvチウム」量

嚢 キニ倉 金 ωハ肺結核患者 二 於 テ ソノ血清 「ヵ

ル チウム」量 ハ健康対照例 二比 シ僅少 ノ増加 テ

認 メ、又攣差範囲大 ニ シテ、 ソ ノ含量甚 ダ シク

増加 セルモ ノ ト、却 ッテ減 少 セル モノ トアルテ

明 カニセ リ。今喀 血時 ノ血清 「カルチ ウム」量 ト

ー般肺結核患者 非喀 血時 ノ夫 トヲ比較 スルニ
、

喀血時 二於 ケル:算術平均値 ノ9.00二 封 シ、一般

肺結核 患者 非喀 血時 ニア リテハ10.22ニ シテ著

シキ差異 アル ラ認 ム可 シ。 即 チ喀血 時 ニハ著 明

ナル血清 「カルチ ウム」量 ノ減 少 アル コ トヲ詮 シ

得 ルモノニ シテ、而 モ是等喀:血時 二採血 シ得 タ

ル患者 ノ喀 血停止後 時 テ経 テ採血 シ得 タル質駒:

値9.45・ ・一一般肺結核 患者成績 ノ夫 一 基 グ シク

近寄 レル事 ラ思 ヘバ、血清 「カルチ ウム」量 二見

ル此攣動 ハ略Z客 血時 二特 二見 ル墜動 ナル事 テ

知 ル コ トラ得 ベ シ(第2表 参照)。

:第2表 夫 々 ノ條 件 二於 ケ ノレ血 清

「加 レチ ウ ム」ノ頻 度 表

　

Camgつ6健 康i者

7.0

7.5{
8.0

8.5

9.011

9.515

10.010

10.58

011

511

0の
4
1

50
ヨ
ー

Or

ρ0001

一
〇

一般肺

結核者

2

一三

14

一28

55

一
19

"0

1

4

ー
ム

の
μ

-
⊥

喀幅 騰 停
1

の
4

5

)

,

の
ヨ

■
⊥

一
可
⊥

1

14.0

14.5

合 計 49

2

・60口6

一

喀血停
止時

1

4

1

4

1

11



862 倉金・上坂=喀 血 ト血清無機璽類蛇二血糖 トノ關係 【第12巻

健 震 例

患 者 例

喀 血 時

喀血停止時

N

49

:'IS均値 及 其 確 率

誤 差

9.81十 〇.061

16010.22十 〇.049

16

11

9.00十 〇.186

9.45十 〇.138

第 二節 血 清 「カ リウムコ量

肺結核患者 二於 テ血 浦 「カ リウム」量 ハ健康例 二

比 シ、患者例 ハ僅 二 檜加 テ示 セ リ(第3表 及 ビ

「肺結核 患者 二於 ケル血清無機 盤類 ノ消長 二就

テ」勢照)。

更 二喀血 時成績 トー般肺結核 患者成績 トラ比 較

スル;:'、喀 血時算術 李均 値 ノ21.56バ ー般 肺結

核患 者例 ノ20.74二 比 シ何 等差異 アルテ見 ラレ

ズ、又喀 血停 止後 二於 ケル21.27ト 何 等攣 ル塵

ナ キ結果 ラ得 タル コ ト第3表 一 示 ス ガ 如 クナ

リn

第3表 夫 々 ノ條 件 二於 ケ ルレ血 清
「カ リ ウム」ノ頻 度 表

Kmg%
1健康者

」

籍灘髄 時鶴 停

1

16 [ 2 1

17 1 4 3

18 1 9 10 43

19
1
5 12
}

1

20 … 5 21 11

21 1 1 14 32

22
1

3 i71 2

23 2 18 21

24
1
2 }7 21

25 3
1

11

26 1 口
27 1

1 11

28 1 1

合計 3・1 90 、1611
騨

`

1 NI 鯉 直及共麟一

健 康 例 311 19.55±0.248

恋 者 例 90 20.74±0.251

喀 血 時 16 21.56十 〇.441一

喀血停止時 11 21.27±0.597

第 三節 血清 「ナ トリウ ム」量

血清 「ナ トリウム」量 ハ肺結核患者 二於 テ健康者

例 ヨ リモ著 明 ノ減 少 テ示 ス モ ノ多 シ。(第4表

及 「肺結核 患者 二於 ケル血清無機盤類 ノ沿長 二

就 テ」参照)而 モ喀血時成績 モ 亦血清 「ナ トリウ

ム」量 ノ減 少 テ表 シ、一般 肺結核 患者 一 見ル憂

化 二過 ギザル コ トテ示 セ リ。但 シ喀血 時患者 ノ

「ナ トリウム」含量減 少傘 バー般 肺結核患者 ノ夫

ヨリモ輕度 ナルモ ノ・如 ク、更 二奇異 ナ ルハ喀

血 惇止後探 血成績 二於 テ李均値 二就 キ之 テ見ル

ニ ソノ「ナ トリウム」含量甚 ダ シク正 常 二近 久

之 テ個 々 ノ例 二蓼照 スルニ屡 娼客血停 止後正常

位 二復蹄 テ示 スモ ノアルゴ トナ リ。

第4表 夫 々ノ條件二於ケルレ血清
「ナ トリウム」ノ頻度表

Namg% 健康鴫 灘 喀鯛 蟄 停
280 2

290 6

300 12 2

310 7 3 1

320 6 2

330 1 3 1 1

340 1 3 1

350 1

360 2 3 2 3

370

,

2 2 2 2

380 1

合計 7 42 13 10
1

lN
李均値及共曜率
誤差

健 康 例 7 360.0士3.83

患 者 例 42 312.8十1.68一

喀 血 時 13 333.8±4.61

喀血停止時 10 344.0±4.54

第 四節 血清 「ク ロー ノレ」量

肺結核患者 二於 テ血清 「クロール」量ハ健康例二

比 シ、健康例 ヨリモ屡 ≧減少 セ ルテ見ル(第5

表及ビ「肺結核患者二於 ケル血満無機盤類 ノ沿

長 二就 テ」参照)。
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喀 血 時 ニモ亦血清 「クロー ル」量 ノ減少 テ示 セ ド

モ・是 一般肺結核 患者 二見 ル攣 化 二過 ギザル コ

ト正 ゐ「ナ トリウム」量 ノ場 合 二於 ケル ト髪鷺 タ

リ。

第J表 夫々ノ條件二於ケル血清
「ク・'一)Vノ 頻度表

一N
aClmg

% 健康者
一・般肺

結核者
喀血時

}

喀血停
止時

520 1

530

540 ユ

550 3

560 5 1 1

570 14 3 2

一一ろ喜び 一'

590 4

282

3013

600 6 29

4

り
0

0
召

61011

620 9

223 0
召

141

630 7 ヅ
640i1
6502 11

合 言†40155}1611

・健 康 例

患 者 例

喀 血 時

喀血停止時

N難 値及其縣
40615.〇 十1.58

155

16

71

592.6十1.04

590.6十4.19

X89.1十3.14

第 二章 喀血 時血糖 量 ワ攣 動

健康者 ノ血糖量 二就 テ検索セラレタル諸家 ノ實 第7表 患者血糖量

験成績 ハ可 ナ リ多 ケ レドモ、 ソノ検査方法 ノ異

ナル タメカ、實験値 ハ必 ズ シモ一定 セズ。余等

ノ健康者實験数 ハ僅 二7例 ニ シテ、 ソレヨリ得

タル成績 ハ0・072-0.092mg%、:雫 均値0.0837

テ不 セ リ。

次 二肺結核患者19例 ニア リテハ0・065-0.108

mg%、zト 均値0.0887ニ シテ、之 テ健 康例血糖

量 二比較 スルニ、平均値 二於 テ差 異 アルヲ'認メ

得 ズ。更 二喀 血時 二比較 スルモ、其 ノ間 二増減

アル テ見出 サズ。又喀血時 ト喀血停IL一後 トノ間

ニモ差異 ラ見ザ レ共
、喀血時 ニハ健康者例 二比

シテ明 白二少量 ノ増加 テ認 メ得 タルナ リ、(第6

7、8表 参照)。

第O表 健康者血糖量

年 酬 血糊
250.086

性
'

1

名姓

♂b」-

♂

舎」

-

♂

念

念

♂

舎II

舎II
舎

♂
一

〕

ト

否

否,i

臼

倉II一

♂
,}

1

♀一

1年 齢 備 長

姓 名11性
_一__」r

♂

♂ 55

舎 32

♀

♀

23

38

♀

墨

45

0.083

0.088

0.072

0.083

0.079

0.092

第f`表

440.072

31b,087

310.078

280.099

280.099

230.088

300.092

210.108

180.090

210.100

2SO.074

260.090

370.088

200.083

230.069

170.065

190.096

23・0.108

230.090

夫々ノ條件 二於ケル血 糖

ノ頻度 美

髪　g嚇 諸撚幽 騨
0,050

10.055

0.060
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0.065

0.070

0.075

0.080

0.085

0.090

0.095

0.100

0.105

0.110

0.115

合 計

1

1

3

2

η
`

1

0
召

1

1

2

6

1

}
》

の
」

19

1

1

1

0
召

3

1

1

1

1

12

1

1

2

2

1

1

1

1

11

健 康 例

患 者 例

喀 血 時

喀血停止時

Nl難 値鳳 獅
70.084十 〇.0016

19

12

ユ1

0.089十 〇.0015

0.095十 〇.0028

0.086十 〇.0034

肺 結 核 患 者 ノ血 糖 量 二 就 テ 低 血 糖 値 設 ラ構 フル

諸 家(Hecht(3),Bodmer(4),SchlapPeru.Kir-

chner〔 δ),Unverricht(6),大 島(7)、木 村(8))ア リ、叉

之 二 反 シ チ 高 血 糖 値 設 ラ掲 グ ル 學 者 等(Gipsb-

ergu.Pewsner(9),Palombellau.Vignolo(io),

Bergu.Sigurd("),武 田(12))ア リ テ{雨k相 譲 ラ

ズ 、 此 ノ間 二 立 チ テ 恰 モ 折 衷 セ ル カ バ如 ク、 低

血 糖 ア ル ヲ 認 メ 、 又 高 血 糖 モ ア ル テ 認 ム 、 正 常

域 ラ 低 値 、 高 値 ノ雨 方 面 二 脱 出 セ ル テ 見 シ ト云

フ諸 氏(Axhausen(13),Borock,Wowsiu.Ran-

zmann(14),Landau(i5))ア リ、 叉 一 方 二 ・・正 常 値

設 テ騎 ス先 輩(Sigurd㈹,Landeauu.Gloga-

uer(iD,且echtu.Bonem【is),Sayagou.Gunn-

ersindo(19),Ivanovau.Manucarjan(20),清 水(21)、

中 條(21)、 大 塚(23))ア リ テ、今 省 一 定 セ ザ ル モ ノ ・

考

實験 的 二TaylorandLewis(2の ・・繰返 セル大量

潟血後血糖 二獲化 ナキ コ トテ認 メ、Endres(2Dノ ・

同 ジク大量 ノ鴻血後血清無機燐及 ビ 「カルチウ

ム」ノ減少 テ謹 明 セル モ 「カ リウム」量 ニハ攣 化

ナキ コ トラ述 ベ タ リ。 又Kerr㈹ ・・大量 ノ出血

後一時的 二「ナ トリウム」「クロール」ノ増 加 テ認

メ シ ト云 フ。 今余等 ノ威績 テ綜合 スルニ「ヵ リ

如 シ。余等 ノ成績 ニア リテハ前言 ノ如 ク、李均

値 二於 テー般 肺結 核患者血糖量 ・・正 常 ノ夫 レト

差異 アル テ認 メ得 ズ。然 シナガラ攣 化係薮 ニヨ

リテ比較 セ シニ、患者 側 ニア リテノ、健康例 ヨリ

大 ナル敷値 テ示 セ リ。即 チ患者 側 二於 テノ・僅少

ノ例 二於 テ正常 ヨ リモ減 少 セ シモ ハモァ レバ、

叉一方 ニハ檜加 セシモ ノナ リ。

ヌ,L6wy(24),奥 村(25)等 ノ・實験 的 二稽 ≧多量 ノ濡

血 ニヨ リテ過血糖 テ見 シ ト云 ヒ、大 塚(23)ハ肺 結

核 患者 二於 テ喀 血中或 ハ喀 血後 相當 ノ日激 ラ経

ルレモ血糖量檜加 傾向 ヲ認 メシ ト構 セ リ。余等 ノ

成績 二於 テハ血糖量 ハ掲 リ喀血 直後 二於 テ僅 少

ナガ ラモ明白 二増加 ラ認 メタ リ。

小 括 、'

1.血 清 「ヵルチウム」量 ハ喀血時 二明 カニ減 少

ス0

2.血 清 「カリウム」量ハ喀 血時 二於 テ正常 慣 ヨ

リモ租 ≧高 キモ、 ソハー般結核患者 二通有 ノ攣

化 ナ リ。

3.血 清 「ナ トリウム」量 ハ喀血 時 二於 テ正常 慣

二比 シ其 ノ含量減 少 ス ト錐 モ、軍 二減 少 ト云 フ

事實 バー般結核患者 二於 テモ見 ラル ・攣化 二屡

ス。唯喀血時 二於 テノ・一般肺結核 患者 ヨリモ減

少率梢 ≧低 久 更 二喀 血後時 テ経過 セルモ ノニ

於 テ血 清「ナ トリウム」含量 ノ正 常人 ノ夫 レニ蹄

スル モ ノァルハ特筆 二値 ス。

4.血 清 「クロー ル」量 ハ喀血時 二減少 ヲ示 セ ド

モ亦 一般肺結核患者 二通有 ナ リ。

5.血 糖量 ハ喀 血時 二於 テ正常 二於 ケル ヨリモ

其 ノ償僅 二高 シ。

案

ウム」量 ノ喀血 二依 ル 攣化 ハ認 ムル コ トナ ク、

「ナ トリウム」量檜加 シ、 「カルチウム」量 ノ減少

テ認 メタル コ トノ・、恰 モ以 上 ノ場合 二該當 スル

ガ如 キモ、 「クロー ル」量 ノ増加 テ謹明 セザ リシ

コ トハ正 二之 二反 スル事實 ナ リト云 フベ シ。而

モ余等 ガ封象 トナ セル實験例 ノ多 クハ比較的少

量 ノ喀血 ニシテ、上記動物實瞼 トハ甚 ダ シク趣
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テ異 ニ ス(著 明 ノ失血 性貧血 ヲ惹起 ス ル程 ノ大

量出血 二非 ザ リシコ トガ、第1表 中赤血球撒及

ピ血色素量 ノ急激 ナル減少 ノナカ リシコ トニ ヨ

リテ知 ルコ トヲ得) 。

然ル ニー方Billingheimer(29),Dreselu.Katz(30),

Wollheim(31)等 ノ論 ノ如 ク、血 清中 「カルチ ウム」

量ハ・交感神 経興奮 ニ ヨリテ減 少 シ、 「カ リウム」

量ハ・副交感 性興奮 ニ ヨリテ増加 ス ト云 フ事實 ア

リ。 即 チ喀血現 象 ハ交感神経系不安状態 二相件

フ ト云 フモ亦甚 ダシ キ 矛盾 テ 感 ゼズ ト云 フベ

シ。血糖 量 ノ僅少 ナル檜加 テ「ア ドレナ リン」過

分 泌 ニヨル現象 ト解繹 スルモ亦之 テ裏書 スル事

實 ナ リト云 フ可 ク、帥 チ喀血現象 ト交感神脛 系

ノ不安歌態 トハ甚 グ密接 ナル關係 ニァル コ トテ

信 ゼシムルモ ノナ リ。

然 レ共此交感紳経系緊張 ガ喀 血 二依 ルレ精神 ノ恐

怖感動 二件 ツテ現 ハ レタル現 象 ナル カ、 將又交

感紳経系緊張 ノ登 生 ガー部喀 血現 象登生 ノ誘 因

テナスモ ノナルカ、 ソ ノKausalit5t二 關 シテ

ハ、上記憶測 ノ更 二將來 二於 ケル吟 味 ト共 二後

來 ノ研究 二挨 ツ所 アラン トス。

結 論

1・ 喀 血時 ニハ血清 「カル チウム」量 ノ減少,血
　

糖量 ノ僅 少 ナル檜加 テ認 ム。

2・ 血清 「ナ トリウム」量 ノ減少 バー般肺結核症

二於 テ認 メラレタル所 ナ レ共、喀血時 ニハソ ノ

減 少率梢 ヒ上昇 ノ傾 向 ニァ リ。 而 モ其 ノ關係ハ

喀血 ノ停 止後更 二著明 ニ シテ、屡 ≧喀 血後血清

「ナ トリウム」量 ノ正 常ヘ ノ復蹄 ヲ謹 明 シ得 ル場

合 ア リ。

3.喀 血時 二認 メ ラル ・爾 絵 ノ攣化 ノ・凡 テー般

肺結核患者 二通有 ノ攣化 ニ シテ何等特有 ナル モ

ノニ非 ズ。

4.喀 血時 二認 メラル ・上記攣動 ハ交感紳経系

緊張 ト密接 ナル關係 二在 ル ラ思 ハ シム。

欄 筆 スル ニ臨 ミ、前所長 田中博士拉 二、現所 長

日置博士 ノ懇 篤ナル御指導、及 ビ、 日置博士 ノ

御 校閲 二深 ク謝 ス。
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